
筆記試験対策スライド

【公表用】
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スライドの構成

筆記試験対策スライド

１ 試験のルール

２ Ⅲ選択科目① ～課題解決能力～

３ Ⅲ選択科目② ～論文を書く～

４ Ⅱ選択科目

５ 正しい勉強方法

「技術士の学校」のご紹介

凡例： 公開、一部公表箇所
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１ 試験のルール
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筆記試験で何が
求められているのか？
もう、一度考える。
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筆記試験で確認される能力
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Ⅱ選択科目とⅢ選択科目の違い
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Ⅱ選択科目 Ⅲ選択科目

答案用紙：４枚
（１枚✕２題＋２枚✕１題）
時間：2時間
専門知識、応用能力

→限られた時間内に、適切に設
問に答えることが重要になる。

答案用紙３枚
（３枚✕１題）
時間：2時間
課題解決能力

→論理的な論文構成が重要にな
る。



例題
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実際の試験の際に次の問題が出題されたとする。
この問題について考える。

（答案用紙３枚以内（600字×3枚）にまとめよ）

【H25建設部門建設環境】 Ⅲ選択科目

我が国における総CO2排出量においては、都市における社会経済活動に起

因することが大きい家庭部門やオフィスや商業等の業務部門と自動車・鉄

道等の運輸部門における排出量が全体の約5割を占めている。このような

状況を踏まえ、建設環境の技術士として以下の問いに答えよ。

(1)低炭素都市づくりを実現するための方策を3つ具体的に示し、各々の方

策が低炭素に寄与する仕組みを述べよ。

(2)その方策のうち、あなたが重要と考えるもの1つについて、その理由を

説明するとともに、その方策の実施に当たっての技術的課題を述べよ。

(3)上記の課題を解決するための技術的提案及びその提案の留意点やリス

クについて述べよ。



答案の記載例

1.低炭素都市づくりを実現するための3つの方策

1.1ああああああ

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああ。

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああ。

1.2ああああああ

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああ。 10

【よくやってしまうパターン】
いきなり答案用紙に文章を埋めてしまう。



試験の最初の時間の使い方は
これでいいか？
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文章を書きながら考えると・・①

①「考える」よりも「書くこと」を優先させてしまう。

結局、問いに適切な答えを出さないまま、

技術士として求められる能力に意識を向けないまま、

自分の書きたいことで答案を書き終えてしまう。
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文章を書きながら考えると・・②

②問題(2)、(3)は(1)とリンク。

終着点が見えないまま、書いてしまうと、途中で軌道修正
が効かなくなる。
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リンク

＜設問＞
(1)低炭素都市づくりを実現するための方策を3つ具
体的に示し、各々の方策が低炭素に寄与する仕組み
を述べよ。
(2)その方策のうち、あなたが重要と考えるもの1つ
について、その理由を説明するとともに、その方策
の実施に当たっての技術的課題を述べよ。
(3)上記の課題を解決するための技術的提案及びその
提案の留意点やリスクについて述べよ。



あるべき論文構成のプロセス

問いに答えるためには、「考える」プロセスと
「書く」プロセスを分ける。

→最初の時間に論文の構成を考える。

15論文の構成を考える！



例題の論文構成の例
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低炭素都市づく

りを実現するた

めの3つの方策

方策①

集約型都市構造への転換

重要と考える方

策とその理由

効果 等

実施に当たって

の技術的課題

課題を解決するた

めの技術的提案

交通方策との連携

提案の留意点、
リスク
財政制約／多様
な主体との連携

方策②

公共交通機関の利用促進

方策③

省エネルギー建物への更新

●問題点
都市機能が分散しており、自動車の移動
距離が長く、CO2排出量への寄与が多い。
●低炭素に寄与する仕組み
都市機能を集約することで、自動車の移
動距離を短縮し、CO2排出量を削減する。

●問題点
公共交通機関の利用が少なく、住民の移
動はCO2排出量の多い自動車に依存して
いる。
●低炭素に寄与する仕組み
CO2排出量の少ないバス等の公共機関に
移行し、CO2排出量を削減する。

●問題点
老朽化した断熱性の低い建物が多く、エ
ネルギー効率の悪い。これらはCO2排出
量への寄与が大きい。
●低炭素に寄与する仕組み
建物の更新期に、エネルギー効率のよい
断熱性の高い建物に移行し、CO2排出量
を削減する。

交通都市機能を集約す
る際に、交通流対策、
公共交通利用促進等の
交通方策との連携を図
る。

●財政制約
財源に限りがある中で、都市
政策や交通政策を行う必要が
ある。
費用が莫大にならないように、
現状の交通基盤の整備状況や
都市構造を十分に踏まえる必
要がある。
●多様な主体との連携
地方公共団体の都市政策関連
部局だけでは、都市政策と交
通政策の連携の実効性が低い。
地方公共団体の関連部局や民
間の関連機関等の多様な主体
の参加する協議会等を通じて
低炭素都市づくりを推進する
必要がある。

都市機能の分散が自動
車依存を招いており、
方策による効果が大き
い。

交通政策と連携せずに
都市機能を集約した場
合、都心部での自動車
が増加し、道路混雑を
起こすことがある。

Ⅲ選択科目は、試験の最初の時間に

このレベルの構成をつくることを目指す



そもそも採点委員は誰？

※口頭試験も同じ採点委員が行う
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採点委員

「必要な学識経験及び実務経験の豊富なもの」

（技術士試験委員の推薦方針）

→国の政策に関わる審議会・委員会で活躍している、
第一人者と想定しておくことが無難
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試験のルール

○採点委員の手元にあるのは、答案用紙のみ。口頭
で補足できない。

○A評価をえるためには、上位10%に入る必要があ
る。

→解答だけで、技術士としてふさわしい能力（課題
解決能力等）を身につけていることを示す必要が
ある。

→「論文」というより「提案書」

→読み手絶対主義
23



論文よりも提案書

皆さんも提案書をもらったときに、経験がな
いでしょうか？

→ズレている提案

「あなたがすごいのはわかりました、でも、
こんな提案が欲しいわけでないのに？ 」

→重要になるのが設問（問い）
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問い（設問）

問い（設問）

＝そもそも考えるべきこと

×考えたいこと／言いたいこと

×考えやすいこと

×考えがちなこと

→問いをおさえて、適切に解答する。
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２ Ⅲ選択科目①
～課題解決能力～
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筆記試験で確認される能力
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課題解決能力とは
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概念 内容
社会的なニーズや技術の進
歩に伴い，最近注目されて
いる変化や新たに直面する
可能性のある課題に対する
認識を持っており，多様な
視点から検討を行い，論理
的かつ合理的に解決策を策
定できる能力

「選択科目」に係わる社会
的な変化・技術に関係する
最新の状況や「選択科目」
に共通する普遍的な問題を
対象とし，これに対する課
題等の抽出を行わせ，多様
な視点からの分析によって
実現可能な解決策の提示が
行えるか等問う内容とする。

Ⅲ選択科目



課題解決能力の各要素の概要

■多様な視点

一つの論点ではなく、複数の論点で検討することが重要。

問題文に対して、重要な論点をモレなく解答する。

■課題等の抽出

解決策を述べる際には、解決策の効果の記載のみでとどまらず、
「なぜその方策に取り組むべきか？」の根拠を述べることが重要。

つまり、解決策では、現状の「問題点」を明示することが重要。

■実現可能な解決策

以下に留意する必要がある。

・既存の知見に裏付けられた解決策

・自分の技術部門（関係省庁）等で実現できる解決策
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Ⅱ 多様な視点
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例題
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次の例題について考える。

（答案用紙３枚以内（600字×3枚）にまとめよ）

【H25建設部門建設環境】 Ⅲ選択科目

我が国における総CO2排出量においては、都市における社会経済活動に起

因することが大きい家庭部門やオフィスや商業等の業務部門と自動車・鉄

道等の運輸部門における排出量が全体の約5割を占めている。このような

状況を踏まえ、建設環境の技術士として以下の問いに答えよ。

(1)低炭素都市づくりを実現するための方策を3つ具体的に示し、各々の方

策が低炭素に寄与する仕組みを述べよ。

(2)その方策のうち、あなたが重要と考えるもの1つについて、その理由を

説明するとともに、その方策の実施に当たっての技術的課題を述べよ。

(3)上記の課題を解決するための技術的提案及びその提案の留意点やリス

クについて述べよ。



多様な視点をどのように示すか？

例題

(1)低炭素都市づくりを実現するための方策
を3つ具体的に示せ。

この解答が示せればいいが・・・
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低炭素都市づくりを
実現するための方策

・省エネルギー建物への更新
・エネルギーの面的活用
・未利用・再生可能エネルギーの活用
・集約型都市構造への転換
・交通流対策の推進
・公共交通機関の利用促進
・緑地の保全・創出
・ヒートアイランド対策



多様な視点

○設問では複数の解決策等を求められる（３つ述べ
よ等）。一つの論点ではなく、複数の論点（論点
のセット）で検討する必要がある。

→問題文に対して、重要な論点をモレなく解答する。
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問い

論点①

論点②

論点③

問い 論点のセット



解答例２

例題

(1)低炭素都市づくりを実現するための方策
を3つ具体的に示せ。

この解答は適切か？
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低炭素都市づくりを実現
するための3つの方策

方策①

公共交通機関の利用促進

方策②

交通流対策の推進

方策③

エコカーの推進



解答例２の解説

これらの方策は、低炭素都市づくりの実現に対して、
結局、運輸部門の話しか言及できていない。
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低炭素都市づくりを実現

するための3つの方策

自動車・鉄道等の運輸部門
の方策

方策①

公共交通機関の利用促進

方策②

交通流対策の推進

方策③

エコカーの推進

家庭部門やオフィスや商業
等の業務部門の方策

－



論点（解決策等）のセットの考え方

✕思いついたものから順番にあげる

○事前に論点（解決策等）のセットを十
分に考える
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論点のセットを考えるプロセス①

まず論点を洗い出す。
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低炭素都市づくり
を実現するための
3つの方策

自動車・鉄道等の
運輸部門の方策

集約型都市構造へ
の転換

公共交通機関の利
用促進

交通流対策の推進

家庭部門やオフィ
スや商業等の業務
部門の方策

省エネルギー建物
への更新

その他の方策 緑地の保全・創出



論点のセットを考えるプロセス②

論点を洗い出した後に、絞り込んだ方が、視点が広
くなる。
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低炭素都市づくり
を実現するための
3つの方策

自動車・鉄道等の
運輸部門の方策

○集約型都市構造
への転換

○公共交通機関の
利用促進

交通流対策の推進

家庭部門やオフィ
スや商業等の業務
部門の方策

○省エネルギー建
物への更新

その他の方策 緑地の保全・創出



Ⅳ 課題等の抽出
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例題
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次の例題について考える。

（答案用紙３枚以内（600字×3枚）にまとめよ）

【H25建設部門建設環境】 Ⅲ選択科目

我が国における総CO2排出量においては、都市における社会経済活動に起

因することが大きい家庭部門やオフィスや商業等の業務部門と自動車・鉄

道等の運輸部門における排出量が全体の約5割を占めている。このような

状況を踏まえ、建設環境の技術士として以下の問いに答えよ。

(1)低炭素都市づくりを実現するための方策を3つ具体的に示し、各々の方

策が低炭素に寄与する仕組みを述べよ。

(2)その方策のうち、あなたが重要と考えるもの1つについて、その理由を

説明するとともに、その方策の実施に当たっての技術的課題を述べよ。

(3)上記の課題を解決するための技術的提案及びその提案の留意点やリス

クについて述べよ。



解答例３

例題

(1)低炭素都市づくりを実現するための方策を示し、方策が
低炭素に寄与する仕組みを述べよ。

方策１ 集約型都市構造への転換

都市機能を集約することで、自動車の移動距離を短縮し、
CO2排出量を削減する。

この記載だけでは、この方策が適切かどうかが分からない。
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課題等の抽出

答案では、論理的で合理的な解決策を提示する必要
がある。

→「なぜ、その解決策に取り組む必要があるか？」
の根拠となる記載が必要。

→現状の問題を明確化する必要がある。
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問題点の言及

例題

(1)低炭素都市づくりを実現するための方策を3つ具体的に示し、各々の

方策が低炭素に寄与する仕組みを述べよ。
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方策１ 集約型都市構造への転換

●低炭素に寄与する仕組み

都市機能を集約することで、自動車の移動距離を短縮し、CO2排出量を
削減する。

方策１ 集約型都市構造への転換

●現状の都市が抱える問題点

都市機能が分散しており、住民の移動は自動車に依存している。ゆえに
CO2排出量へ寄与が大きい。

●低炭素に寄与する仕組み

都市機能を集約することで、自動車の移動距離を短縮し、CO2排出量を
削減する。 どちらが納得感があるか？



３ Ⅲ選択科目②
～論文を書く～

112



よくある論文の例

解答例の構成を答案用紙に示しているが・・・・
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１．低炭素都市づくりを実現するための3つの方策
低炭素都市づくりを実現するための3 つの方策とそ

れぞれの方策について、現状の都市が抱える問題点、
低炭素に寄与する仕組みを以下に示す。

１つ目の方策として、集約型都市構造への転換が考
えられる。都市部では、都市機能が分散しており、日
常生活を行う上での移動が長距離となっている。国民
の移動は、 CO2排出量の大きい自動車に依存しており、
自動車の長距離移動に伴い、 CO2排出量が大きくなっ
ている。公共施設・サービス施設等を集約した拠点に
立地を推進し、分散した都市機能を集約する。これに
より、国民の自動車の移動距離を短縮するとともに、
徒歩、自転車での移動が可能となり、 CO2排出量を削
減することができる。

２つ目の方策として、公共交通機関の利用促進が考
えられる。都市部では鉄軌道、バス等の公共交通機関
の利用が少なく、住民の移動はCO2排出量の多い自動
車に依存している。I T によるダイヤ、運行状況の配信
や各公共交通機関の連結、拠点整備等により、公共交
通機関の利便性の向上を図る。利便性の向上により、
自動車からCO2排出量の少ない鉄軌道、バス等の公共
機関に移行し、 CO2排出量を削減する。

３つ目の方策として、省エネルギー建物への更新が
考えられる。老朽化した断熱性の低い建物が多く、エ
（ 以下省略）



論文を書くポイント

上位10%の答案に入る必要がある。

→見ただけでわかる答案をつくる

＜論文を書くポイント＞

・見出しを多用する

・文章はシンプルに示す（３行以内）
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見ただけでわかる答案に改善

117

１．低炭素都市づくりを実現するための3つの方策
低炭素都市づくりを実現するための3 つの方策とそ

れぞれの方策について、現状の都市が抱える問題点、
低炭素に寄与する仕組みを以下に示す。
１．１ 集約型都市構造への転換
① 現状の都市が抱える問題点

都市部では、都市機能が分散しており、日常生活を
行う上での移動が長距離となっている。国民の移動は、
CO2排出量の大きい自動車に依存しており、自動車の
長距離移動に伴い、 CO2排出量が大きくなっている。
② 方策が低炭素に寄与する仕組み

公共施設・サービス施設等を集約した拠点に立地を
推進し、分散した都市機能を集約する。これにより、
国民の自動車の移動距離を短縮するとともに、徒歩、
自転車での移動が可能となり、 CO2排出量を削減する
ことができる。
１．２ 公共交通機関の利用促進
① 現状の都市が抱える問題点

都市部では鉄軌道、バス等の公共交通機関の利用が
少なく、住民の移動はCO2排出量の多い自動車に依存
している。
② 方策が低炭素に寄与する仕組み

I T によるダイヤ、運行状況の配信や各公共交通機関
の連結、拠点整備等により、公共交通機関の利便性の
（ 以下省略）

１．低炭素都市づくりを実現するための3つの方策
低炭素都市づくりを実現するための3 つの方策とそ

れぞれの方策について、現状の都市が抱える問題点、
低炭素に寄与する仕組みを以下に示す。

１つ目の方策として、集約型都市構造への転換が考
えられる。都市部では、都市機能が分散しており、日
常生活を行う上での移動が長距離となっている。国民
の移動は、 CO2排出量の大きい自動車に依存しており、
自動車の長距離移動に伴い、 CO2排出量が大きくなっ
ている。公共施設・サービス施設等を集約した拠点に
立地を推進し、分散した都市機能を集約する。これに
より、国民の自動車の移動距離を短縮するとともに、
徒歩、自転車での移動が可能となり、 CO2排出量を削
減することができる。

２つ目の方策として、公共交通機関の利用促進が考
えられる。都市部では鉄軌道、バス等の公共交通機関
の利用が少なく、住民の移動はCO2排出量の多い自動
車に依存している。I T によるダイヤ、運行状況の配信
や各公共交通機関の連結、拠点整備等により、公共交
通機関の利便性の向上を図る。利便性の向上により、
自動車からCO2排出量の少ない鉄軌道、バス等の公共
機関に移行し、 CO2排出量を削減する。

３つ目の方策として、省エネルギー建物への更新が
考えられる。老朽化した断熱性の低い建物が多く、エ
（ 以下省略）

見出しを多用



Ⅲ 参考資料の探し方

135



参考資料

とりあえず、関係省庁の白書（国土交通白書等）を
読めと言われるが・・・・

✕まず白書を読むことから勉強を始める

→白書を読むことが目的となってしまう。

→答案を作成するために、白書の情報だけでは十分でない。
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情報源の優先順位

①国の資料

（ガイドライン、検討会資料、白書等）

②その他機関の資料
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主な参考資料の探し方

答案作成に必要な情報を探すために資料を探す。

情報を探すことに没頭しない。

139
情報収集



必要な情報の探し方

✕いきなり資料を読み込まない。

○常に問題文に答えることを念頭に、必要な情報を探す。

①参考資料を探す

②全体像の把握

・概要版、パンフレット

・本編目次

③重要な取り組み等の把握

・基本的な考え方

・重点施策
140

設問に答えるために
適切な資料を探す



５ 正しい勉強方法
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第二次試験受験者数等（H27建設部門）

・一般の筆記試験合格率（対申込者）10%程度

・技術士の学校の受講者も合格率は25％程度

（受講後1回目）

→難関試験ということを常に念頭におく。

課題解決能力の理解と実践のギャップが大き
い。
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勉強の目安

合格圏内にギリギリ入れるようになるためには。

Ⅰ必須科目

◎過去問で6割以上取れるようにする。

○出題頻度の高い問題を確実におさえる。

Ⅱ選択科目＆Ⅲ選択科目

◎Ⅲ選択科目でA評価が取れる答案を書けるようにする

◎実際に答案用紙を埋めて、文字数と時間の感覚を掴む。

（Ⅱ選択科目とⅢ選択科目で大きく異なる。）

○Ⅱ-2（答案用紙2枚）、Ⅲ （答案用紙2枚）で各３テーマ
ぐらい準備
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ありがちな学習サイクル

✕関係省庁の白書の精読
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あるべき学習サイクル

学習サイクルを素早く回す。
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添削（フィードバック）

○自分だけでは、思考のクセ、足りないところは分からない。
第三者からのフィードバックが重要。

○今後、数十回のフィードバックを受けることになる。

○ただし、フィードバックを活かせるかどうかは自分次第。
素直にフィードバックを受け入れる。

196

あるべき論文

現状の論文

フィードバックを受け入れ、
ギャップに気づく必要がある



合格者の再現答案について

○合格者の適切な答案を確認することができる。

○合格答案も、様々な答案があることと、合格の最低ライン
が確認できる。

→合格者の再現答案を、一度、確認してみることを推奨。
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学習曲線

筆記試験では成果がみえるようになるまでには、一定の学習
を積み重ねる必要がある。
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学習時間

成
果



学習曲線

筆記試験は難関試験ということを理解した上で、毎年、試験
に向けて勉強を積み上げることが重要となる。

205

学習時間

成
果

1年目の
勉強の積上

2年目の
勉強の積上



合格するために

「合格率」 ✕「受験回数」
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先行的に着手する問題

＜着手する問題を選ぶ視点＞

選択科目Ⅱ-2、Ⅲで各3つ程度

○過去問

○出題頻度の高いテーマ

○手を付けやすい問題

→出題傾向等がまとめられている参考書もある。
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あるべき学習サイクル

自分で選んだ6つ程度（選択科目Ⅱ-2、Ⅲで各3つ程
度）の過去問について、あるべき学習サイクルを意
識しながら、答案を作成する。

208



勉強スケジュールの進捗管理

・論文は6つ（Ⅲ選択科目、Ⅱ選択科目Ⅱ-
2）程度は準備した方が良い（構成検討、
添削を含む）

・論文の数を進捗管理する。
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技術士合格のためのオンラインライブ講座

「技術士の学校」のご紹介

220



技術士の学校の対応範囲

●第二次試験（建設部門）の筆記試験の「記
述式（選択科目）」に対応

●建設部門の全ての専門科目（土質及び基礎
等）に通じる「課題解決能力」、「応用能
力」の取得が目的

222

技術士の学校の
対応範囲



223

通常 技術士の学校なら

合格までの
平均受験回数 4回 2.1回※１

合格率 13% 25～75%※２

技術士の学校なら通常よりも2年早く技術士を取得
貴重な時間を無駄にしない

2年早く技術士になる価値※３

４年で取得した場合 ２年で取得した場合

合格までの
学習時間 200時間 100時間
付加される
金銭価値 ＋0円 ＋50万円～

※１ 技術士の学校を受講後の合格までの平均受講回数
※２ 技術士の学校を受講後の１～３回目の受験の合格率
※３ 人によって条件は異なるが仮定を置いて算出。条件の詳細はカリキュラムページを参照。

悶々と試験に悩まされるか？ 前向きに試験に取り組むか？



「技術士の学校」が選ばれる理由

①最短ルートの合格講座
（ワーク重視のカリキュラム、少人数制、

実績ある講師）

②受講しやすいオンライン講座

③仕事でも成果が出る
（打合せ資料、提案書）
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カリキュラムの特徴

●カリキュラム（基本コース＋実践コース）

・受講者のレベルに応じて、必要なクラス（例えば
基本コース）だけ受講しても大丈夫。

・最初は、基本コースを推奨

●希望者には論文添削

225

基本コース

（計6時間：2時間×3回 or 3時間×2回）

実践コース

（計6時間：2時間×3回 or 3時間×2回）

いつもで論文添削



受講料
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技術士 の学校 参考
他サービス

コース 基本コース 実践コース 基本コース
＋実践コー
ス

最短ルート
コース（基
本、実践
コース＋添
削10回）

標準講座

受講料 ¥95,000
¥45,000

¥95,000 ¥185,000
¥135,000

¥250,000
¥200,000

¥185,000
～
¥900,000

※期間限定割引（11月申込分）
※税抜価格
※論文添削 ¥10,000／フィードバック1回あたり

「技術士の学校」の品質保証制度

各コースを受講したにもかかわらず、学習効果が認められなかったとご自身が判断された場合、申請をし
て頂ければ受講料をお返しします。

「技術士の学校」は、受講生の皆様に効果があるサービス、満足されるサービスを追求します。



「技術士の学校」カリキュラム構成
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基本 ・試験のルール
・論文構成

・課題解決能力
（多様な視点、課題等の抽出）

実践 ・トレーニング
・よくある設問

・応用能力
・試験に向けた情報収集 等



講師紹介

下所 諭（げしょ さとし）

◼︎年齢：39歳

◼︎技術士（総合技術監理部門／建設部門）

◼︎広島大学 客員准教授（4～9月期）

広島大学大学院 工学研究科修了

◼︎元大手建設コンサルタント会社勤務

◼︎著書
・「技術士第二次試験対策」（中央経済社）
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筆記試験は難関試験ですが、受講者が実際に論文が書ける
ようになるまで、一緒に伴走したいと思います。



受講者の所属等
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短期での資格取得を目指し、

意欲的な受講生が「技術士の学校」のカリキュラムを受講。

「技術士の学校」カリキュラム 受講者の所属等

●建設会社

鹿島建設

●建設コンサルタント

日本工営、いであ、中電技術コンサルタント

●その他

JR東日本、NEXCO中日本、沖縄電力

等



受講者の声
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○筆記試験に向けた準備としては、これまで自分がしていた
白書を読むなどの勉強方法はあまり適切でないことが気づ
けました。適切な勉強の方法が理解できました。

○これまで自分の答案は、問題文に適切に答えられてないと
改めて感じました。

○演習をベースにクラスが進むため、自分に足りていない部
分や解答のコツなどが分かりました。

○カリキュラムを受講することで、試験だけでなく提案書や
打合せ資料の質も向上すると感じました。

○自分の選択科目以外の問題も取り扱うこととなりました
が、結果、試験に対応するための引き出しが増えたと感じ
ます。



無料体験クラスのご案内
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無料体験クラスを受講して頂き、技術士の学校に価値を感じて頂けた人だ
け、実際のクラスを受講して頂ければと考えています。

まずは、お気軽に無料体験クラスにご参加頂ければと思います。無料体験
クラスでは、実際のクラスの内容、雰囲気の一部を体験することができま
す。

体験クラス申し込みメールフォーム

https://schoolofpe.jp/application/

無料体験クラスに参加頂いた方
は、完全版の試験対策スライド
をプレゼントしています。

https://schoolofpe.jp/application/



